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2025年

国立大学法人名古屋工業大学

編集後記

2024 年度を振り返ると、研究の現場と社会の課題がますます直結してきたと感じます。夏の異常な暑さや
電力需給の不安、AI の急速な普及など、日常生活の中で誰しもが変化を感じた一年でした。教育現場におい
ても、AI の活用が話題となり、便利さと同時に使い方を学ぶことの重要性が共有されつつあります。エネル
ギーや環境の分野では、再生可能エネルギーの導入や脱炭素に向けた取り組みが着実に広がり、研究者にとっ
ては「どのように社会実装へつなげるか」がますます重要となってきました。当センターでも、ミッション
である「環境・資源・エネルギー問題を解決し、持続型社会の構築を実現する」ための研究を推進してきました。
研究の成果が未来の暮らしや産業に結びつくことを願い、本年報を編み上げました。支えてくださった皆さ
まに心より感謝申し上げるとともに、来年度も新しい挑戦を重ねてまいります。
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